
13 （第33号 2012.11）

～ 12 名の議員が市政を問う～

髙
た か

 山
や ま

 豊
と よ

 吉
よ し

大雨による自然災害への対応は
～ 不安解消に努めた ～

質
　

本
年
６
月
下
旬
以
降
、
豪

雨
の
影
響
で
豊
後
大
野
市
で

も
大
き
な
被
害
が
出
た
が
、

そ
の
被
害
の
状
況
は
。

答
市
長

　

農
地
や
道
路
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
向

け
て
の
方
針
な
ど
は
。

　

経
済
的
な
支
援
と
は
別

に
、
災
害
直
後
に
床
上
床

下
浸
水
住
宅
へ
の
消
毒
作

業
や
保
健
師
に
よ
る
被
災

者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
石
橋
の
文
化
財
指
定

基
準
」
を
文
化
財
保
護
審

議
会
で
検
討
し
、
指
定
基

準
の
規
定
後
は
所
有
者
と

協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
25
年
９
月
の
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向

け
、
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答
市
長

答
市
長

答
社
会
教
育
課
長

答
商
工
観
光
課
長

質質

質質 身
近
な
資
源
を
生
か
し
て
地
域
に
光
を

〜 

※
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
た
事
業
に
取
り
組
む 

〜

　

９
月
13
日
か
ら
犬
飼
町

を
皮
切
り
に
市
内
７
カ
所

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
対

象
に
し
た
「
ジ
オ
パ
ー
ク

公
開
講
座
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、11
月
17
日
に
は
、

ジ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら

に
、
ジ
オ
サ
イ
ト
解
説
板

も
計
画
的
に
設
置
し
て
ま

い
り
ま
す
。

※ジオパーク＝地球活動の遺産を見る大地の公園

　

市
道
お
よ
び
市
が
管
理

し
て
い
る
河
川
に
つ
い
て

は
、
９
月
、
10
月
に
災
害

査
定
を
受
け
、
予
算
の
配

分
が
あ
れ
ば
、
全
て
を
年

度
内
に
発
注
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　

住
宅
被
害
の
う
ち
全
壊

は
１
棟
、
浸
水
被
害
の
う

ち
床
上
８
棟
、
床
下
９
棟

で
、
住
宅
被
害
の
計
は
18

世
帯
46
人
と
な
り
ま
す
。

　

被
災
者
へ
の
支
援
、
補

助
制
度
の
適
用
は
。

　

福ふ
く

門も
ん

橋ば
し

の
復
元
な
ど
の

地
元
の
要
望
に
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

福門橋（犬飼町）
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渡
わ た

 辺
な べ

 一
か ず

 文
ふ み

一　般　質　問

質
　

患
者
数
に
対
し
、
リ
ハ

ビ
リ
で
使
用
す
る
器
具
が

不
足
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
、
そ
の
た
め
、
リ

ハ
ビ
リ
に
要
す
る
時
間
も

短
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　

多
く
の
患
者
の
早
期
回

復
の
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
用

器
具
な
ど
を
増
や
し
て
は

ど
う
か
。

リハビリ効果を上げよ

～ スタッフの充実を図る ～

答
病
院
事
業
管
理
者

※
そ
の
他
の
質
問

・
通
学
路
に
つ
い
て

・
今
年
の
大
災
害
に
つ

　

い
て

・
建
設
業
の
置
か
れ
て

　

い
る
現
状
に
つ
い
て

　

市
民
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
診
療
に
つ
き

ま
し
て
は
、
患
者
の
機
能

回
復
を
図
り
、
社
会
復
帰

を
目
指
す
重
要
な
診
療
機

能
と
認
識
し
対
応
し
て
い

ま
す
。
病
院
統
合
に
際
し

て
も
、
機
能
の
充
実
を
図

る
目
的
で
言げ

ん

語ご

聴ち
ょ
う

覚か
く

士し

１
人
を
増
員
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
師

の
指
示
に
基
づ
き
、
理り

学が
く

療り
ょ
う

法ほ
う

士し

、
作さ

業ぎ
ょ
う

療り
ょ
う

法ほ
う

士し

、

言
語
聴
覚
士
が
そ
れ
ぞ

れ
運
動
機
能
訓
練
、
日

常
生
活
訓
練
、
言
語
・
摂せ

っ

食し
ょ
く

訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
す
る

際
に
は
、
人
的
要
件
・
部

屋
要
件
・
器
具
要
件
な
ど

施
設
基
準
が
決
め
ら
れ
て

お
り
、
例
え
ば
、
患
者
に

20
分
・
１
単
位
訓
練
で
18

人
ま
で
、
40
分
・
２
単
位

訓
練
で
９
人
ま
で
が
１
人

で
対
応
可
能
な
患
者
数
と

な
り
ま
す
。

　

市
民
病
院
の
理
学
・
作

業
療
法
士
３
人
の
場
合
、

20
分
ず
つ
訓
練
し
て
54
人

ま
で
、
や
や
長
く
40
分
ず

つ
訓
練
す
る
と
27
人
ま
で

が
１
日
に
対
応
で
き
る
患

者
数
と
な
り
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
効
果
を
上
げ

て
、
で
き
る
だ
け
早
く
在

宅
復
帰
で
き
る
よ
う
に
努

力
す
る
こ
と
は
、
市
民
病

院
と
し
て
の
役
割
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
充
実
が
第

一
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
市
民

病
院
の
検
討
課
題
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り
、
同
時

に
器
械
器
具
に
つ
き
ま
し

て
も
必
要
性
を
考
慮
し
、

整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市民病院のリハビリテーション




